
板橋区議会議員

大野はるひこ

区政報告レポート新春号 Vol.23

②都立城北中央公園
進捗と今後の課題

①小竹向原駅1番出口
エレベーター設置について

小竹向原駅のエレベーター設置は？

“着実に前進”しています

これまでの議員生活で小竹向原駅1番出
口のエレベーター設置について、最優先課
題として取り組ませていただいてきまし
た。

令和5年7月下村博文衆議院議員の事務
所で行われた、国土交通省との打ち合わ
せ以降、多くの関係者の協力をいただき
ながら東京メトロとの話し合いの場を設
けてきました。

東京メトロ側にも小竹向原駅におけるエ
レベーター設置について、複数ルートの必
要性を確認いただき、令和7年からエレ
ベーター設置箇所の検討を行い、社内で
検討が進められていることを確認しまし
た。

東京メトロの中期経営計画で前向き
な検討を確認！

令和7年の東京メトロの中期経営計画におい
て「設置の実現に向けて検討を促進」と明記
されました。

その後、東京メトロは駅構造物の正確な位置
を把握するための測量や工事に支障する施設
物の調査、法令確認等を行っています。

また、現在は移動のしやすさに配慮したEV、
エスカレーター、階段の設置位置等の検討を
進めております。

今後はエレベーター設置位置確定に向けて、
練馬区都市整備部との協議を進め、合意が得
られ次第、詳細な調査・設計へと段階を踏ん
でいきます。

利便性向上のために！



都立城北中央公園の再整備は？

誰もが住んでいて良かったと思える街へ

情報発信 この街を誰よりも好きだからこそ、SNSを通じて
情報発信をしています。

住民の方の声が大切です

板橋区が安全安心でもっと
住みやすく。
子育て世代、高齢者など
全ての区民の皆様ために
全力で取り組みます。

都立城北中央公園内陸上競技場・石神井
川調節池上部利用について、これまでも
板橋区議会や練馬区議会と連携して、地
域住民の要望を伝えながら、粘り強く東
京都と協議を進めてきました。令和7年の
年末には、下村博文衆議院議員、高木啓
衆議員議員、河野都議、柴﨑都議を交え
て、改めて東京都に現在の進捗状況と今
後の見通しを確認しました。

東京都からは陸上競技場の再整備の調査
実施、再整備を前提とした工期などが示
されました。また、調節池の上部利用につ
いては継続協議が確認されました。

何が変わるの？どう変わるの？

陸上競技場の再整備は東京都で調査予算
が計上されるなど、令和9年からの本調
査、10～11年の工事実施など明確な回
答をいただきました。レーン数は7または
8になりますが調査結果によって変わっ
てきます。

また、同時並行で城北中央公園自体の施
設の再整備や公園の整備を求めています。
管理棟の再整備やバーベキュー場の整備
など、公園の有効活用。他にも民間による
憩いの場（事業者）の整備も要望しており、
サウンディング調査の再実行なども要望
しました。

そして、調節池の上部利用は、令和18年
度が完成予定ということで少し先になり
ます。13～15年を目途に、再度社会ニー
ズの検討をするとのことです。

私は、板橋区議会議員として地元板橋で生まれ育ったからこそわかる、地域の課題に取り組み続け
てきました。板橋区が掲げる「ひと・まち・みらい」を共有し、将来像「未来をひらく緑と文化のかが
やくまち“板橋”」を実現するためには、活かせる資源を活かし、地域住民の方が求めるものを形
作っていく必要があります。

また、私は消防団員としても長年活動を続けてきました。板橋区は木造住宅が多く大災害における
防災対策が道半ばです。さらに大震災等による避難場所や避難経路の周知など、板橋区として取り
組むべき課題は山積しています。板橋区がもっと住みやすく、安心安全で、そして次の世代が子育
てしやすい街になっていくためには、現状の課題に取り組みつつ、未来を見据えた投資が絶対に必
要となってきます。現状維持は衰退です。皆さんと共に新しい板橋を考えて参ります。
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